
亀井 麻美（旧姓：長原） 

中学 3 年で初めてテメキュラに行き、経験した誰もが

感じるように、「また行きたい」と思っていました。英

語への関心が高まり、大学は国際文化学科へ進学しま

した。20 歳のとき、金子さんの協力のおかげで、再び

テメキュラを訪れることができました。そのときは中

学生の頃よりも英語はスムーズに話せ、英語ができる

とコミュニケーションがもっとスムーズになると感

じました。26 歳のとき、ワーキングホリデーで 10 ヶ

月間カナダでアルバイトと英語の勉強をしました。そ

のときは、英語だけでなく、コミュニケーション力も

必要だと強く感じました。そんな私は現在 30 歳。中

学校で英語の先生をしています。これから先、私たち

の後輩たちがこの国際交流をきっかけに、さまざまな

ことを経験し、人として豊かな人生を歩んでくれるこ

とを期待しています。そして、この交流が続くように、

OB として関わっていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青年部について 

交流が 20 周年を迎えたことを機に中学生の時にテメキュラ交流に参加したメンバーで「青年部」を立ち上げました。 

年齢も交流に参加した年も、仕事も住んでいるところも違うメンバーですが、当時の思い出話や近況報告、情報交換などを

して交流を深めています。今後も「青年部」として交流に関わり、活動していきますのでよろしくお願いします。 

お仲間に入っていただける方も随時募集しております！mail：kokusaikoryuseinenbu@yahoo.co.jp へご連絡ください。 

メンバーの今 

記念すべき通信第１号はメンバーの近況報告です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◁金子さんを囲んで 

 （16.11.13） 

 

What’s up 

林原 正之 

私が中学生の時に、テメキュラを訪れてからおよそ 15 年に

なります。中学生の時大好きだった英語は高校で苦手科目に

生まれ変わり、いま私は、当時思い浮かべていたような仕事

ではなく、地元大山町で、実家の家業である農業を継ぎ、特

産品であるブロッコリーを栽培しています。中学生の時に得

たテメキュラ訪問や、ホームステイの受け入れといった貴重

な経験というのは、その後色々な地域、物事に興味を持ち、

さらに地元を見つめ直すきっかけを与えてくれました。 

そんな私が、国際交流協会青年部の一員に加わったのは、結

婚し子供ができた事で、自分の子供にも自分と同じような体

験をしてもらいたいと考えたからです。今後も、大山町の国

際交流がますます発展していくよう、青年部の一員として携

わっていきたいと思います。 
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祝 進学 

 

 

 

 

                              

 ▵青年部の会にて（18.2.3） 

前田 悠里 

私は今年大学を卒業し、鳥取で就職することになりま

した。地元に帰って就職できたことや、国際交流協会

でまたテメキュラ市との交流に参加できることを嬉

しく思っています。大学在学中はスウェーデンに 1 年

間留学し、社会学と教育学について学びました。この

様に海外に興味を持ち始めたきっかけはテメキュラ

市に訪問したことであり、中学生だった私に貴重な機

会を与えて頂いたことに感謝しています。これからは

青年部として活動していきますが、今後テメキュラ市

に訪問する生徒が期待や自信を持って交流できる様

に、情報などを発信していきたいと思っています。ま

た、私自身もテメキュラ市との交流に積極的に参加

し、たくさんの方々と出会えることを楽しみに活動し

ていきたいと思います。 

 
高見 杏実 

短大卒業後、今は地元の歯科医院で働いています。中学高校の時のよ

うに英語に触れる機会は減りましたが、ホストファミリーとの関係は

続いていて、毎年クリスマスカードを送ったり、引っ越したよとか、

お菓子作ったよとメッセージのやりとりをしています。今は SNS が

発達しているので、手紙よりも SNS のコメント欄で会話をしたり、

写真の投稿で近況を知ったりすることで、より身近に交流していま

す。最近ではカナダ出身の高校時代の ALT の先生と、郵送でお互いの

国の食べ物のトレードをしました。テメキュラでの経験がなかった

ら、今みたいに海外や英語をこんなに近くには感じていなかったなと

思います。完璧な英語は使わなくていいから、とりあえず間違えてて

もいいから伝えようとすることが大事だと学んだのは大きいです。将

来、旦那さんと一緒にホストファミリーに会いにアメリカへ行くのが

夢です！！ 

 

 

 氏 彩美 

今年銀行員として働いて 4 年目になります。最初の配属が

町内の支店であり、この大山町から社会人としてスタート

することができました。また、こうして国際交流協会の活

動に青年部として関わることができることをとても嬉し

く思います。そんなわたしの楽しみは、年に 1 回海外旅行

へ行くことです。中学時代のテメキュラ訪問を機に海外に

興味を持ち、何度か旅行や語学研修にも行きました。今で

も職場の連続休暇を利用して大学の友達と海外で羽を伸

ばしてます。しっかりお金をためてもう一度テメキュラに

行きたいという目標もあります。いつか実現できるようが

んばります！ 

 

奥田みきさん：関西大学外国語学部 

小倉綾香さん：東洋大学文学部日本文学文化学科 

木村朋花さん：関西外国語大学外国語学部英米学科 

畑日菜子さん：同志社大学理工学部 

藤野陽香さん：大阪大学医学部保健学科看護学専攻 

前田彩希さん：神戸大学国際人間科学部 


